


手指消毒剤

医療施設として、院内の感染対策に必要な備品はそろっていますか？
また、手指衛生や個人防護具の使用方法は正しく認識、遵守されていますか？
全ての患者と医療従事者を感染の危険から守るためには、標準予防策（スタンダードプリコーション）を
徹底することが最も重要です。

PPEを正しく取り扱うことは、使用者自身の安全を守るために非常に重要です。

消毒や滅菌に先立ち、医療器具用洗浄剤を用いて有機物を除去しましょう。

適切なタイミングで確実な手指衛生を実践することが大切です。

環境からの感染の多くは手指を介して伝播するため、ドアノブ
や電灯のスイッチなど、医療従事者や患者が直接接触する機会
が多い部分は、高頻度に清掃、消毒を行う必要があります。

防水性・耐久性（消毒薬や抗がん剤
などの耐薬品性）に優れ、フィット
するものを選びましょう。

使用後は、病原体が付着している可
能性があり、再使用することで感染
拡大と曝露の両方のリスクを伴います。

使用後、汚染面に触れないように
汚染面を内側にして、すみやかに
廃棄しましょう。

外す際に手指が汚染される可能性が
あります。PPEの着用を過信せず、
必ず手指衛生を行いましょう。

感染症の有無に関わらず、全ての人に対して、汗を除く全ての血液、体液、分泌物、排泄物、
損傷のある皮ふ、粘膜などの湿性生体物質は、感染の危険性があるとみなして対応する方法
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標準予防策（スタンダードプリコーション） ※米国疾病管理予防センター（CDC)が提唱

適切なPPEの選択 原則、使い捨て

使用後は正しく廃棄 外した後は、手指衛生

医療施設における
感染対策

用手洗浄

PPE取り扱いのポイント

空間への薬液噴霧は効
果が不確実な上、薬液
を吸い込む危険性があ
るのでやめましょう。

対象物に薬液を直接スプ
レーすると、微生物が周
囲へ飛び散る危険性があ
ります。布などにスプレー
してから清拭しましょう。

やってはいけない感染対策

曝露防止のための
感染対策

使用済みの医療器具は湿性生体物
質に汚染されているため、感染の
危険性があります。
汚染のレベルに応じて手袋、ガウ
ンなどのPPEを着用しましょう。

患者に触れた後4
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患者周辺の
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● 分泌物の吸引の前
● 損傷皮ふのケアの前
● 皮下注射の前　など

● 分泌物の吸引の後
● 損傷皮ふのケアの後
● 液状検体の採取および処理をした後
● 汚染物を処理した後　など

● 点滴速度調整の後
● ベッド柵を掴んだ後　など

● 脈拍測定の後
● 血圧測定の後
● 胸部聴診の後
● 腹部触診の後　など

● 脈拍測定の前
● 血圧測定の前
● 胸部聴診の前
● 腹部触診の前　など

患者に触れる前1

図：患者ケア時における手指衛生の５つのタイミング
WHO “My 5 Moments for Hand Hygiene” より改変　URL:https://www.who.int/publications/i/item/9789241597906
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汚染器材の量が少ない場合や
微細な器材の洗浄に

受付カウンター 待合室・椅子ドアノブ スイッチ

浸漬洗浄

酵素系洗浄剤を使用する場合、
40℃程度で使用することで
高い洗浄力が得られます
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サラヤは、 医療現場での課題解決につながる製品とサー ビス、

情報提供によりすべての人の健康と安全•安心をサポ ー トします。

豊富な品揃えで

様々なニ ーズに対応

診察室、 処置室などの作業場所や作業内容に

多様な情報提供

最新の感染症情報や対策方法など、

役立つ情報をご提供します。

・全国で感染対策セミナ ーやWebセミナ ーを開催

・教育用動画、 情報誌、 啓発ポスターの提供

セミナーの様子

感染対策に関する様々なコンテンツをお届け

1 医療 ・ 介護関係者専用サイト I 

雪 Medical SA呟＾瓢

サラヤの最新情報をプッシュ通知でお知らせ

1 医療 ・ 福祉向けスマ ー トフォンアプ’J | 

⑤ね竺：以Welfare 薗

東京サラヤ株式会社
本社：〒140-0002 東京都品J l i区東品川1-25-8

サラヤ株式会社
本社：〒546-0013 大阪市東住吉区湯里2-2-8

https://www.saraya.com/ 

高品質な製品を
安定供給

国内 4 カ所と海外10カ所の自

社工場によって、 高品質な製

品を安定的に供給します。

安心の

ニトリル手袋工場

サポ ー ト体制

お客様のニー ズに合った製品選びや

感染対策に関する専門的なご質問な

ど、専属スタッフがサポー トします。

し
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麿 □
電話対応 メ ール対応 オンライン対応

1 お問い合わせ窓口 I 
tel.06-6797-2525 

感染対策に関する専門的なご質問にお答えします

1 サラヤ株式会社学循部 I 
tel.06-4706-3938 
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